
日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー
通
信 

第１４号 

発行人： 関西学院大学 日本語教育センター 
発行日： ２０１４年２月１日 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア  

 

上
田 

は
る
か
さ
ん 

 
 

 
 

 
 

 

（
国
際
学
部
） 

 

国
際
交
流
基
金
を
通
し
て
日

本
に
来
て
い
る
世
界
中
の
学
生

と
の
交
流
会
は
、
私
に
と
っ
て

と
て
も 

「
わ
く
わ
く
す
る
時

間
」
で
し
た
。
こ
の
交
流
会
で

は
エ
ジ
プ
ト
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
、
私
た
ち

が
普
段
あ
ま
り
交
流
す
る
機
会

が
な
い
国
の
学
生
と
交
流
す
る

こ
と
が
で
き
、
貴
重
な
体
験
が

で
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
国

の
学
生
に
よ
る
文
化
や
伝
統
の

プ
レ
ゼ
ン
、
食
事
会
、
ど
の
コ

ン
テ
ン
ツ
も
有
意
義
な
も
の
で

し
た
が
、
特
に
「
時
間
」
や

「
仕
事
」
な
ど
様
々
な
こ
と
に

つ
い
て
み
ん
な
で
話
し
合
っ
た

こ
と
は
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出

で
す
。
自
分
と
は
異
な
る
バ
ッ

ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
世
界
中

の
学
生
と
価
値
観
に
つ
い
て
真

剣
に
話
し
た
り
恋
バ
ナ
で
盛
り

上
が
っ
た
り
、
わ
く
わ
く
し
っ

ぱ
な
し
の
国
際
交
流
で
し
た
。 

ラーニング・アシスタント活動報告 ラーニング・アシスタント活動報告 
日
本
語
学
習
コ
ー
ス
（
レ
ベ
ル
5
Ｂ
） 

日
本
語
学
習
コ
ー
ス
（
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
日
本
語
） 

履修に関するお知らせ 

 

留
学
生
と
敬
語
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る

ク
ラ
ス
に
参
加
し
ま
し
た
。
敬
語
を
使
い

慣
れ
て
い
な
い
留
学
生
た
ち
は
苦
労
し
て

い
る
様
子
で
し
た
が
、
み
ん
な
間
違
い
を

恐
れ
ず
に
、
明
る
く
元
気
良
く
会
話
を
し

て
お
り
、
そ
の
中
で
積
極
的
に
「
こ
れ
は

ど
う
や
っ
て
使
い
ま
す
か
？
」
と
聞
い
て

練
習
を
し
て
い
ま
し
た
。
日
本
語
の
勉
強

方
法
は
様
々
で
し
た
が
、
特
に
イ
ン
ト

ネ
ー
シ
ョ
ン
が
き
れ
い
な
子
は
、
「
日
本

人
と
聞
い
て
話
す
こ
と
で
勉
強
し
た
」
と

の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
ま
さ
に
“
習
う
よ

り
慣
れ
ろ
”
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。 

 

授
業
で
は
留
学
生
の
発
表
の
サ
ポ
ー
ト
や

日
本
の
諸
制
度
の
是
非
に
つ
い
て
の
デ
ィ
ベ

ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。
留
学
生
の
積
極
的
な

授
業
態
度
や
問
題
意
識
の
高
さ
、
そ
し
て
彼

ら
か
ら
見
た
「
日
本
」
を
知
る
こ
と
で
私
自

身
も
学
ぶ
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

デ
ィ
ベ
ー
ト
で
は
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
準

備
や
本
番
に
臨
む
こ
と
で
、
留
学
生
と
Ｌ
Ａ

と
の
距
離
が
ぐ
っ
と
縮
ま
り
、
互
い
の
異
文

化
理
解
と
い
う
点
で
も
と
て
も
良
い
機
会
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｌ
Ａ
と
い
う

立
場
と
し
て
自
分
が
ど
の
よ
う
に
動
け
ば
よ

り
効
果
的
な
授
業
と
な
る
の
か
等
を
考
え
る

こ
と
も
、
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。 

 

参
加
し
た
ク
ラ
ス
の
学
生
は
、
日
本
語
を
大
変
流

暢
に
話
し
て
い
て
、
非
常
に
驚
き
ま
し
た
。
授
業
内

容
は
、
教
育
・
就
職
な
ど
私
た
ち
の
生
活
に
関
わ
り

深
い
も
の
で
、
同
じ
ア
ジ
ア
圏
な
の
に
文
化
・
風

習
・
考
え
が
違
い
、
一
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
様
々

な
視
点
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
留
学
生
の
一

人
か
ら
、
今
の
日
本
人
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
出
た
時
に
は
、
自
分

で
は
気
づ
か
な
い
新
し
い
発
見
に
出
会
い
ま
し
た
。

物
事
の
見
方
を
変
え
た
い
、
自
分
と
違
う
文
化
を

持
っ
た
人
と
交
流
し
た
い
人
は
、
日
本
語
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
と
て

も
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

日本語学習コース 
（レベル６B） 

授業ボランティア報告 
２０１４年度春学期日本語教育センター
開講の選択科目の案内です。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア  

 

吉
竹 

佑
里
子
さ
ん
（
法
学
部
） 

ラ
ー
ニ
ン
グ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
（
Ｌ
Ａ
）  

大
原 

千
佳
さ
ん
（
文
学
部
） 

ラ
ー
ニ
ン
グ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
（
Ｌ
Ａ
）  

岡
本 

佳
子
さ
ん
（
経
済
学
部
） 

＜学部留学生対象科目＞ 
■日本語（読解・作文）  

■日本語総合演習Ａ 
■ビジネス日本語Ａ１（ＮＵＣ） 
■ビジネス日本語Ｂ１（ＮＵＣ）  
■ビジネス日本語Ａ２（ＫＳＣ） 
■ビジネス日本語Ｂ２（ＫＳＣ） 
 

＜学部生対象科目＞ 
■日本語教育基礎１ 
■日本語教育基礎２ 
■日本語教育基礎演習 
 
★上記科目は全てＷｅｂでの申し込みとな
ります。 
【申込期間】 
４月１日（火）８：５０～４月３日（木）１６：５０ 

〈「日本語学習コース（アカデミック日本語）」担当のラーニング・アシスタントの 
  皆さんと交換留学生。大原さんは後列右から３番目〉 

〈交換留学生の敬語の練習をサポートする岡本さん（右）〉 

〈交換留学生とディスカッションをする吉竹さん（右前）〉 

国
際
交
流
基
金
関
西
セ
ン
タ
ー 

 
 

 
 

 
  

研
修
生
と
の
交
流
授
業 

〈
研
修
生
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
〉 

＜大学院留学生対象科目＞ 
■日本語（論文作成Ａ） 
■日本語（口頭発表Ａ） 
■ビジネス日本語Ａ１（ＮＵＣ） 
■ビジネス日本語Ｂ１（ＮＵＣ） 
■ビジネス日本語Ａ２（ＫＳＣ） 
■ビジネス日本語Ｂ２（ＫＳＣ） 
■日本語（総合） 
 
★大学院留学生対象科目の申し込みは、
日本語教育センターにて受け付けます。 
申込期間などの詳細については、履修案
内を確認してください。 
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